
�����
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

����������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

������������������������� �

																								

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

























 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

６
月
４
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
城
東
・
城
北
地
域
の

校
友
会
支
部
が
主
催
し
て

「
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
専
修
大
学
被
災
学
生
を
支

援
す
る
会
」
を
開
い
た
。

第
１
部
で
は
、
前
東
京
消

防
庁
警
防
部
長
の
佐
藤
康
雄

氏
が
「
東
日
本
大
震
災
に
み

る
危
機
管
理
対
応
―
福
島
第

１
原
発
３
号
炉
燃
料
棒
冷
却

て
ん
ま
つ

作
戦
の
顚
末
」
と
題
し
て
講

演
を
行
っ
た
。

１５
階
「
報
恩
の
間
」
で
行

わ
れ
た
第
２
部
の
懇
親
会
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
支
援
す
る
会
代
表

の
小
宮
多
喜
次
氏
（
昭
４０

法
）
が
開
催
の
趣
旨
を
交
え

て
あ
い
さ
つ
、
続

い
て
坂
田
隆
石
巻

専
修
大
学
長
が
震

災
後
の
現
況
報
告
と
、
こ
れ

ま
で
の
支
援
に
対
す
る
お
礼

と
長
期
的
な
救
済
支
援
を
呼

び
か
け
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
に
は
、
震
災
で
水
を
か

ぶ
り
ラ
ベ
ル
の
は
が
れ
た
缶

詰
な
ど
地
元
の
名
産
品
も
多

く
販
売
さ
れ
、
支
援
金
と
合

わ
せ
て
１
３
８
万
円
が
集
ま

っ
た
。

「東日本大震災」により、被災した学生への奨学金及

び生活支援金等として、下記により支援金を募集してお

ります。皆様の温かいご支援をお願い申し上げます。

【郵便振替（郵便局からの振り込み）】

備え付けの用紙を使用してお振り込みをお願いしま

す。通信欄に大学との関係等をご記入ください。なお、

手数料はご負担くださいますようお願いします。

口座記号番号：００１４０‐１‐６１２２０４
加 入 者 名：学校法人専修大学寄付金口

寄付者のご芳名を大学広報紙「ニュース専修」と大学

のホームページ上に掲載します。

※この支援金は寄付金控除の対象となります。

 専修大学募金局 ☎０３（３２６５）３１５７

専
修
大
学
松
戸
高
の
同
窓

会
（
高
田
浩
会
長
∥
昭
４１

商
）
が
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
石
巻
専
修
大
学
と
学

生
へ
の
支
援
金
と
し
て
１
０

０
万
円
を
本
学
に
贈
っ
た
。

６
月
４
日
、
高
田
会
長
と
山

田
啓
詞
副
会
長
（
昭
４４
商
）

が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

れ
、
日
髙
義
博
理
事
長
、
坂

田
隆
石
巻
専
修

大
学
長
に
手
渡

し
た
。

同
高
同
窓
会

は
、
来
年
創
立

５０
周
年
を
迎
え

る
が
、
そ
の
積

立
金
の
一
部
な

ど
を
支
援
金
と

し
た
。

同
会
は
さ
ら

に
義
援
金
１
０

０
万
円
を
石
巻

市
に
贈
っ
た
。

高
田
会
長
は
「
市
民
と
共

に
歩
ん
で
き
た
石
巻
専
修
大

学
の
復
興
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

大
相
撲
の
大
道
関
、

名
古
屋
場
所
へ
意
欲

「
専
修
大
学
と
校
友
会
か

ら
い
た
だ
い
た
化
粧
ま
わ
し

に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
皆
さ
ん
か

ら
の
激
励
に
応
え
る
た
め

に
、
一
つ
で
も
上
を
目
指
し

ま
す
」

大
相
撲
阿
武
松
部
屋
の
大

道
関
（
本
名

中
西
健
二
さ

ん
∥
平
１７
経
営
）
が
６
月
１５

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

問
。
日
髙
理
事
長
・
学
長
ら

と
歓
談
し
、
３
場
所
ぶ
り
の

通
常
開
催
と
な
っ
た
名
古
屋

場
所
（
７
月
１０
日
か
ら
開

催
）
へ
の
抱
負
を
力
強
く
語

っ
た
。

大
道
関
は
新
入
幕
（
東
前

頭
十
二
枚
目
）
を
果
た
し
、

さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。 春

の
叙
勲
ほ
か

６
月
１７
日
付
で
発
表
さ
れ

た
春
の
叙
勲
受
章
者
の
専
修

大
学
関
係
者
と
総
務
大
臣
表

彰
者
は
次
の
通
り
。

◇
瑞
宝
中
綬
章

鈴
木

啓
三
氏
（
す
ず
き
・

け
い
ぞ
う
∥
名
誉
教
授
、
昭

３４
商
経
）

◇
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
∥

瑞
宝
双
光
章

針
山

昭
男
氏
（
は
り
や
ま

・
あ
き
お
∥
昭
４８
法
）

◇
行
政
書
士
に
対
す
る
総
務

大
臣
表
彰

本
多

庸
二
氏
（
ほ
ん
だ
・

よ
う
じ
∥
昭
３４
法
）
行
政
書

士
業
務
に
貢
献

〈
東
消
お
お
と
り
会
懇
親

会
〉

▽
７
月
２８
日
（
木
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
四
ツ
谷
駅
前

「
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
」
３

階
。

ア
ド
ニ
ス
５６
号
刊
行

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
５６

号
」
が
７
月
１５
日
に
発
行
さ

れ
た
。
今
号
は
、
東
日
本
大

震
災
特
集
。

「
わ
れ
ら
専
修
人
」で
は
、

震
災
特
集
に
伴
い
、
東
京
消

防
庁
の
生
田
眞
勝
さ
ん
、
奥

寺
弓
子
さ
ん
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

有
名
サ
ッ
カ
ー
選
手
が
登

場
す
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
印
象

的
な
ア
デ
ィ
ダ
ス
社
と
の
コ

ラ
ボ
商
品
「a

d
i
d
a
s
s
k
i

n
p
r
o
t
e
c
t
i
o
n

（
ア
デ

ィ
ダ
ス
・
ス
キ
ン
・
プ
ロ
テ

ク
シ
ョ
ン
）
シ
リ
ー
ズ
」
を

担
当
す
る
。
１０
代
か
ら
３０
代

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ス
ポ
ー
ツ

シ
ー
ン
で
の
使
用
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
開
発
さ
れ
た
爽
快
な

使
い
ご
こ
ち
が
人
気
の
男
性

化
粧
品
。
２
０
１
０
年
２
月

の
プ
レ
ス
発
表
会
で
は
「
認

知
度
９０
％
を
超
え
る
同
社
の

ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
最
大
限
に

活
用
し
、
ト
ー

タ
ル
で
ア
ス
リ

ー
ト
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
」
と

プ
レ
ゼ
ン
し
話

題
と
な
っ
た
。

ラ
イ
セ
ン
ス
契

約
か
ら
１

年

半
。
努
力
が
結

実
し
た
感
動
の

瞬
間
だ
っ

た

が
、「
よ
う
や
く

ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
て
た
と

い
う
思
い
の
方

が
強
か
っ
た
」と
振
り
返
る
。

入
社
直
後
は
、
名
古
屋
支

店
で
営
業
を
経
験
。
何
事
に

も
手
を
抜
か
ず
、
真
剣
に
取

り
組
む
姿
勢
が
認
め
ら
れ
、

東
京
本
社
で
の
ブ
ラ
ン
ド
企

画
担
当
と
い
う
「
大
役
」
に

抜
擢
さ
れ
た
。
「
目
の
前
の

仕
事
の
成
果
を
着
実
に
積
み

重
ね
る
こ
と
で
、
次
の
ス
テ

ー
ジ
に
つ
な
が
る
と
実
感
し

ま
し
た
」。

甲
子
園
常
連
校
・
石
川
県

星
稜
高
校
で
は
９７
年
選
抜
甲

子
園
大
会
に
サ
ー
ド
で
出

場
。
プ
ロ
か
ら
も
注
目
さ
れ

た
が
専
大
準
硬
式
野
球
部

へ
。
入
学
と
同
時
に
レ
ギ
ュ

ラ
ー
入
り
し
、
俊
足
の
内
野

手
と
し
て
活
躍
し
た
。
４
年

次
で
は
主
将
。
春
季
合
宿
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
勝
つ

た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
毎

晩
熱
く
語
り
、
部
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
げ
る
こ
と

に
成
功
し
、
春
季
リ
ー
グ
優

勝
、
１３
年
ぶ
り
の
全
国
大
会

出
場
へ
と
導
い
た
。

今
春
の
体
育
会
リ
ー
ダ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
で
、「
自
分
に
足

り
な
い
部
分
は
人
に
頼
る
リ

ー
ダ
ー
だ
っ
た
。
任
せ
る
こ

と
で
、
同
期
や
後
輩
た
ち
と

の
間
に
信
頼
関
係
が
生
ま

れ
、
結
果
と
し
て
チ
ー
ム
力

向
上
に
つ
な
が
っ
た
」
と
部

員
６０
人
の
大
所
帯
を
ま
と
め

た
体
験
を
披
露
し
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
、
プ
レ
ゼ
ン
力
、
相
手
を

分
析
す
る
力
、
瞬
間
の
判
断

…
。
野
球
で
培
っ
た
す
べ
て

は
、
結
果
を
出
す
た
め
に
、

周
囲
を
巻
き
込
ん
で
仕
事
を

し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
存
分

に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
」。

７
月
開
票
当
選
者
。

【
市
議
会
議
員
】

▽
神
奈
川
県
厚
木
市

太
田

洋
氏（
昭
３２
商
経
）

２
０
１
６
年
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
五
輪
で
正
式
種
目
と

し
て
採
用
さ
れ
る
７

人
制
ラ
グ
ビ
ー
・
通

称「
セ
ブ
ン
ズ
」
。
元

日
本
代
表
ス
ク
ラ
ム
ハ
ー
フ

で
現
在
は
７
人
制
日
本
代
表

の
監
督
を
務
め
る
村
田
亙
さ

ん
（
平
２
文
）
が
、「
セ
ブ
ン

ズ
」の
基
本
か
ら
練
習
方
法
、

試
合
に
役
立
つ
テ
ク
ニ
ッ
ク

や
戦
術
を
解
説
し
た
『
７
人

制
ラ
グ
ビ
ー
上
達
ク
リ
ニ
ッ

ク
』
を
刊
行
し
た
。
豊
富
な

写
真
を
用
い
、
ビ
ジ

ュ
ア
ル
的
に
も
理
解

し
や
す
い
内
容
だ
。

最
後
の
章
で
は
昨
秋
、
中
国

・
広
州
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ

ア
競
技
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
す
る
ま
で
の
軌
跡
が
描

か
れ
、
興
味
深
い
。

今
春
か
ら
本
学
ラ
グ
ビ
ー

部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
し

た
村
田
さ
ん
は
、
４
年
次
で

は
主
将
と
し
て
７
年
ぶ
り
５

度
目
の
リ
ー
グ
戦
優
勝
に
貢

献
。
東
芝
府
中
、
フ
ラ
ン
ス

の
ア
ビ
ロ
ン
・
バ
イ
ヨ
ン
ヌ

と
日
本
人
初
の
プ
ロ
契
約
、

帰
国
後
は
ヤ
マ
ハ
発
動
機
ジ

ュ
ビ
ロ
で
プ
レ
ー
し
て
き

た
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
テ

ク
ニ
ッ
ク
、
高
い
志
を
部
員

た
ち
に
伝
え
て
い
る
。
ラ
グ

ビ
ー
部
の
復
活
に
も
期
待
し

た
い
。
（
実
業
之
日
本
社
・

本
体
１
４
０
０
円
＋
税
）

韓
国
ド
ラ
マ
や
韓
国
映
画

が
日
本
で
人
気
だ
。し
か
し
、

文
学
の
世
界
は
ど
う
だ
ろ

う
。
年
間
数
百
の
日
本
文
学

が
翻
訳
さ
れ
「
日
流
」
が
言

わ
れ
る
韓
国
に
比
べ
、
日
本

で
紹
介
さ
れ
た
韓
国
文
学
は

年
に
わ
ず
か
１０
作
ほ
ど
だ
。

日
本
語
と
韓
国
語
の
双
方

向
翻
訳
を
こ
な
す
日
本
在
住

の
韓
国
人
、
き
む
ふ
な
さ
ん

（
平
１６
院
博
文
）
は

「
韓
国
の
有
望
な
作

家
の
作
品
を
、
日
本

人
に
、
特
に
若
い
人
に
紹
介

し
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し

て
い
る
。

そ
の
き
む
さ
ん
が
翻
訳
し

た
連
作
小
説
集
『
菜
食
主
義

者
』
は
、
今
日
の
韓
国
文
壇

を
代
表
す
る
女
性
作
家
の
ひ

と
り
、
ハ
ン
・
ガ
ン
さ
ん
の

出
世
作
。
日
本
で
初
め
て
紹

介
さ
れ
る
作
家
だ
。

「
彼
女
が
一
貫
し

て
描
い
て
き
た
欲

望
、
死
、
存
在
論
な
ど
の
問

題
が
こ
の
作
品
に
凝
縮
さ

れ
、
見
事
に
開
花
し
た
」
と

絶
賛
さ
れ
韓
国
で
最
も
権
威

の
あ
る
「
李
箱
文
学
賞
」
を

受
賞
し
た
。

き
む
さ
ん
は
「
静
か
だ
が

力
の
あ
る
声
を
発
す
る
作

品
」
と
あ
と
が
き
で
語
っ
て

い
る
。

（
ク
オ
ン
・
本
体
２
２
０
０

円
＋
税
）

坂田石巻

専修大学長

城
東
・
城
北
地
域
の
校
友
会
支
部
が
主
催

『
菜
食
主
義
者
』

選

挙

結

果

東
日
本
大
震
災

専
修
大
学

被
災
学
生
を
支
援
す
る
会
開
催

新
し
い
韓
国
の
文
学
０１

小宮代表

き
む

ふ
な
さ
ん

『
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー

上
達
ク
リ
ニ
ッ
ク
』

▲ 危機管理について講演した佐藤氏

村
田

亙
さ
ん

▶

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
は

地
元
の
名
産
品
も
並
ん
だ

－野球で培ったすべてが仕事に生きる－

▲ 大道関（左）と阿武松親方

専
大
松
戸
高
同
窓
会
が
支
援
金

「「東東日日本本大大震震災災」」にによよりり被被災災ししたた
学学生生等等にに対対すするる支支援援金金ののごご協協力力をを

コ
ー
セ
ー
コ
ス
メ
ポ
ー
ト
㈱

企
画
部
販
売
企
画
一
課
主
任

▲ 日髙理事長（右から３人目）と坂

田学長（同２人目）に支援金を贈

る高田会長（同４人目）

き

の

と
し

ひ
ろ

木
野

敏
宏
さ
ん

（
平
１４
経
営
）

第４９０号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１１年（平成２３年）７月１５日（１１）


